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（予算審査常任委員会小委員会での審査）

総 括 質 疑
　３月定例会では、予算審
査常任委員会において各会
派の代表が、令和２年度予
算について一問一答方式に
よる質疑を行いました。
　ここでは、その質疑の一
部を掲載します。

問
　保
育
所
の
量
の
拡
大
は
、
目
途
が
つ
い

て
き
て
お
り
、
今
後
は
子
ど
も
に
ふ
さ
わ

し
い
保
育
に
な
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
保
育
の
質
の
向
上
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
　
　
　

答
　保
育
の
質
の
向
上
は
、
人
材
確
保
と
セ

ッ
ト
だ
と
考
え
て
お
り
、
確
保
に
向
け
た

制
度
を
令
和
２
年
度
中
に
具
体
化
し
た
い
。

そ
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
ス
タ
イ
ル

に
応
じ
た
保
育
の
場
を
提
供
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
　

　
白
石
　多
津
子

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

問
　本
市
の
共
生
型
福
祉
施
設
構
想
・
基
本

計
画
の
基
本
施
設
や
附
帯
機
能
に
つ
い
て
、

京
都
府
の
計
画
で
も
、
積
極
的
に
市
へ
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
る
。

是
非
ト
ッ
プ
同
士
が
協
力
し
、
事
業
を
進

め
て
欲
し
い
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　共
生
型
福
祉
施
設
の
機
能
の
部
分
は
、

市
の
考
え
を
積
み
上
げ
議
論
し
て
き
た
が
、

や
は
り
府
と
協
働
し
、
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
引
き
続
き
府
へ
の
要
望

の
な
か
で
協
力
を
求
め
て
い
く
。
　
　
　

　

問
　道
の
駅
的
施
設
の
建
設
は
断
念
と
な
っ

た
が
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で
業
者
な

ど
か
ら
聞
い
た
意
見
を
、
な
ぜ
令
和
２
年

度
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

答
　サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
中
で
、
多
様

な
事
業
所
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
の
提
案

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
一
度
原
点
に
立
ち

返
り
、
課
題
整
理
を
行
い
、
多
様
な
農
家

の
経
営
形
態
に
合
わ
せ
た
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
課
題
整
理
後
、
必
要
に

応
じ
予
算
計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。
　
　

　

問
　本
市
の
学
校
給
食
で
は
、
年
間
15
ト
ン

以
上
の
食
品
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
る
と
予

想
さ
れ
る
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
お
い
し
い
給
食

の
提
供
を
目
標
に
、
個
々
に
応
じ
た
量
や

時
間
に
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
食
に
対

す
る
楽
し
み
を
感
じ
る
た
め
の
工
夫
と
し

て
は
、
投
票
で
決
め
た
人
気
献
立
の
提
供

や
、
い
く
つ
か
の
種
類
か
ら
選
べ
る
セ
レ

ク
ト
給
食
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
　
　

　
問
　水
道
事
業
に
お
け
る
耐
震
化
は
、
市
民

生
活
に
と
っ
て
非
常
に
大
事
で
あ
る
。
安

心
、
安
全
、
安
定
的
な
事
業
展
開
に
向
け

た
水
道
事
業
の
展
望
は
ど
う
か
。
　
　
　

答
　水
道
は
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
重
要

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
現
在
、
拠
点

施
設
で
あ
る
浄
水
場
や
基
幹
管
路
の
耐
震

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
災
害
に

強
い
強
靭
な
水
道
を
築
く
た
め
、
基
幹
管

路
の
耐
震
化
率
を
令
和
６
年
度
に
52
％
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。
　
　
　
　

　

問
　は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
に
つ
い

て
は
、
北
部
で
あ
れ
ば
西
向
日
駅
に
近
い

こ
と
や
他
の
病
院
に
も
近
い
こ
と
な
ど
の

観
点
か
ら
、
ル
ー
ト
を
考
え
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。
　

答
　過
去
に
２
回
行
っ
た
調
査
よ
り
、
北
部

地
域
お
よ
び
南
部
地
域
で
も
、
は
っ
ぴ
ぃ

バ
ス
の
利
用
に
よ
る
向
日
市
や
大
山
崎
町

内
の
駅
へ
の
移
動
需
要
が
少
な
く
、
市
域

を
ま
た
ぐ
広
域
的
な
役
割
は
、
鉄
道
や
路

線
バ
ス
が
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問
　各
避
難
所
に
お
け
る
防
災
訓
練
で
は
、

災
害
時
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
後
、

実
際
に
水
を
使
い
排
水
す
る
ま
で
が
本
来

の
訓
練
だ
と
考
え
る
。
職
員
が
訓
練
に
赴

き
、
指
導
し
て
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　

答
　令
和
２
年
度
も
防
災
訓
練
を
行
う
予
定

だ
が
、
人
員
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
全
校

区
に
職
員
を
配
置
し
、
指
導
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
職
員
が
事
前
に
指
導
し
、

各
校
区
で
設
置
か
ら
排
水
ま
で
の
訓
練
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
　

　

問
　本
市
で
も
野
良
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
多
頭
飼
育
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
ル
ー
ル
の
下
で
適

切
に
管
理
す
る
「
ま
ち
猫
活
動
」
を
支
援

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
　

答
　飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
さ
な
い
こ

と
は
、
地
域
衛
生
環
境
の
向
上
に
お
い
て

も
、
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
活
動
は
、
地
域
の
方
々
の
理
解
と
協
力

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
先
進
的
な
自
治
体

で
の
活
動
を
参
考
に
検
討
を
進
め
た
い
。

　
問
　多
胎
出
産
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
な
妊
娠
と

言
わ
れ
て
お
り
、
出
産
前
も
出
産
後
も
特

別
な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の

支
援
体
制
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　

答
　多
胎
児
は
、
配
慮
が
必
要
な
妊
婦
と
し

て
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
管
理
し
、

保
健
師
な
ど
が
支
援
事
業
の
案
内
や
、
家

庭
訪
問
、
電
話
相
談
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
妊
婦
検
診
の
回
数
は
14
回
が

基
本
で
あ
る
が
、
多
胎
児
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
20
回
ま
で
拡
充
す
る
。

　

問
　Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
前
線
整
備
事
業
で
は
、

第
３
工
区
の
完
成
予
定
を
半
年
延
長
し
、

９
月
ま
で
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
残
っ
て

い
る
工
事
は
な
に
か
。
　
　
　
　
　
　
　

答
　車
道
部
に
つ
い
て
は
、
遮
熱
性
舗
装
や

区
画
線
の
工
事
、
歩
道
部
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
仮
舗
装
か
ら
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の

張
り
替
え
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
第

３
工
区
と
の
接
道
部
に
お
け
る
舗
装
本
復

旧
工
事
や
、
京
都
府
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の

管
理
台
帳
の
作
成
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

　
問
　海
印
寺
保
育
園
東
側
の
市
道
に
は
、
水

路
が
あ
る
た
め
道
路
幅
も
狭
く
、
保
育
園

の
送
迎
時
に
は
車
が
並
び
危
険
で
あ
る
。

水
路
の
暗
渠
化
は
、
長
年
の
住
民
の
要
望

だ
が
、
実
現
で
き
な
い
要
因
は
な
に
か
。

答
　水
路
は
開
渠
が
原
則
で
あ
る
が
、
暗
渠

化
す
る
場
合
に
は
、
道
路
の
利
用
形
態
な

ど
の
検
討
や
水
路
の
能
力
な
ど
を
雨
水
計

画
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
測
量
設
計
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
暗
渠
化
に
は
、
こ
の
よ
う

な
検
討
が
必
要
な
た
め
時
間
を
要
す
る
。

　

問
　障
が
い
者
福
祉
施
設
で
は
、
経
営
が
厳

し
い
中
、
非
正
規
や
非
常
勤
な
ど
の
雇
用

や
、
職
員
の
確
保
の
た
め
の
処
遇
改
善
な

ど
の
経
営
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。
市
は
、

そ
の
実
態
を
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。
　
　

答
　令
和
３
年
度
か
ら
開
始
す
る
障
が
い
者

（
児
）
福
祉
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

事
業
所
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
団
体
な
ど

に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
中
か
ら
出
た
課
題
を
精
査
し
、
必
要
な

施
策
を
次
の
計
画
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　
問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
、
何

を
大
事
に
し
て
判
断
し
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
悩
ん
だ
点
は
ど
こ
か
。
　
　
　
　
　

答
　情
報
が
非
常
に
不
足
し
て
い
る
中
で
の

判
断
は
、
非
常
に
難
し
い
と
感
じ
な
が
ら

対
策
を
行
っ
て
き
た
。
少
し
厳
し
い
判
断

を
す
べ
き
場
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
こ
と
が

最
優
先
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
勘
案
し
な
が
ら
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

上
村
　真
造

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

小
野
　洋
史

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

八
木
　浩

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

冨
田
　達
也

輝（
か
が
や
き
）

輝（
か
が
や
き
）

大
伴
　雅
章

輝（
か
が
や
き
）

宮
小
路
　康
文

福
島
　和
人

公
明
党

山
本
　智

公
明
党

寺
嶋
　智
美

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

三
木
　常
照

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

二
階
堂
　恵
子

日
本
共
産
党

住
田
　初
恵

日
本
共
産
党

小
原
　明
大

日
本
共
産
党

上
下
水
道

問
　公
園
緑
地
整
備
事
業
で
は
、
市
内
の
公

園
の
整
備
お
よ
び
改
修
を
実
施
す
る
と
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　令
和
２
年
度
に
行
う
計
画
は
、
大
き
く

三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
公
園
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
九
つ
の
公
園
の

老
朽
化
し
た
遊
具
の
更
新
。
二
つ
目
は
、

西
代
里
山
公
園
に
設
置
予
定
の
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
施
設
の
設
計
。
三
つ
目
は
、
西
山
公

園
の
第
３
期
整
備
事
業
の
事
業
化
に
向
け

た
基
本
設
計
な
ど
で
あ
る
。
　
　
　
　
　

　
　

あ
ん
き
ょ

か
い
き
ょ
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総 括 質 疑
　３月定例会では、予算審
査常任委員会において各会
派の代表が、令和２年度予
算について一問一答方式に
よる質疑を行いました。
　ここでは、その質疑の一
部を掲載します。

問
　保
育
所
の
量
の
拡
大
は
、
目
途
が
つ
い

て
き
て
お
り
、
今
後
は
子
ど
も
に
ふ
さ
わ

し
い
保
育
に
な
っ
て
い
る
か
を
考
え
る
べ

き
で
あ
る
。
保
育
の
質
の
向
上
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。
　
　
　

答
　保
育
の
質
の
向
上
は
、
人
材
確
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と
セ
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と
考
え
て
お
り
、
確
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向
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た

制
度
を
令
和
２
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度
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し
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。

そ
の
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ぞ
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の
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ス
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に
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の
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で
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環
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く
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が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
　
　

　
白
石
　多
津
子

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

問
　本
市
の
共
生
型
福
祉
施
設
構
想
・
基
本

計
画
の
基
本
施
設
や
附
帯
機
能
に
つ
い
て
、

京
都
府
の
計
画
で
も
、
積
極
的
に
市
へ
協

力
い
た
だ
い
て
い
る
の
が
読
み
取
れ
る
。

是
非
ト
ッ
プ
同
士
が
協
力
し
、
事
業
を
進

め
て
欲
し
い
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

答
　共
生
型
福
祉
施
設
の
機
能
の
部
分
は
、

市
の
考
え
を
積
み
上
げ
議
論
し
て
き
た
が
、

や
は
り
府
と
協
働
し
、
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
引
き
続
き
府
へ
の
要
望

の
な
か
で
協
力
を
求
め
て
い
く
。
　
　
　

　

問
　道
の
駅
的
施
設
の
建
設
は
断
念
と
な
っ

た
が
、
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で
業
者
な

ど
か
ら
聞
い
た
意
見
を
、
な
ぜ
令
和
２
年

度
の
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
な
い
の
か
。

答
　サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
の
中
で
、
多
様

な
事
業
所
か
ら
新
た
な
取
り
組
み
の
提
案

を
い
た
だ
い
て
い
る
。
一
度
原
点
に
立
ち

返
り
、
課
題
整
理
を
行
い
、
多
様
な
農
家

の
経
営
形
態
に
合
わ
せ
た
検
討
が
必
要
で

あ
る
と
考
え
る
。
課
題
整
理
後
、
必
要
に

応
じ
予
算
計
上
す
る
予
定
で
あ
る
。
　
　

　

問
　本
市
の
学
校
給
食
で
は
、
年
間
15
ト
ン

以
上
の
食
品
ロ
ス
が
発
生
し
て
い
る
と
予

想
さ
れ
る
。
食
品
ロ
ス
を
減
ら
す
た
め
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
お
い
し
い
給
食

の
提
供
を
目
標
に
、
個
々
に
応
じ
た
量
や

時
間
に
配
慮
し
て
い
る
。
ま
た
、
食
に
対

す
る
楽
し
み
を
感
じ
る
た
め
の
工
夫
と
し

て
は
、
投
票
で
決
め
た
人
気
献
立
の
提
供

や
、
い
く
つ
か
の
種
類
か
ら
選
べ
る
セ
レ

ク
ト
給
食
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。
　
　

　
問
　水
道
事
業
に
お
け
る
耐
震
化
は
、
市
民

生
活
に
と
っ
て
非
常
に
大
事
で
あ
る
。
安

心
、
安
全
、
安
定
的
な
事
業
展
開
に
向
け

た
水
道
事
業
の
展
望
は
ど
う
か
。
　
　
　

答
　水
道
は
、
市
民
生
活
に
直
結
し
た
重
要

な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
る
。
現
在
、
拠
点

施
設
で
あ
る
浄
水
場
や
基
幹
管
路
の
耐
震

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
災
害
に

強
い
強
靭
な
水
道
を
築
く
た
め
、
基
幹
管

路
の
耐
震
化
率
を
令
和
６
年
度
に
52
％
に

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
く
。
　
　
　
　

　

問
　は
っ
ぴ
ぃ
バ
ス
の
ル
ー
ト
変
更
に
つ
い

て
は
、
北
部
で
あ
れ
ば
西
向
日
駅
に
近
い

こ
と
や
他
の
病
院
に
も
近
い
こ
と
な
ど
の

観
点
か
ら
、
ル
ー
ト
を
考
え
た
ほ
う
が
よ

い
と
思
う
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。
　

答
　過
去
に
２
回
行
っ
た
調
査
よ
り
、
北
部

地
域
お
よ
び
南
部
地
域
で
も
、
は
っ
ぴ
ぃ

バ
ス
の
利
用
に
よ
る
向
日
市
や
大
山
崎
町

内
の
駅
へ
の
移
動
需
要
が
少
な
く
、
市
域

を
ま
た
ぐ
広
域
的
な
役
割
は
、
鉄
道
や
路

線
バ
ス
が
担
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

問
　各
避
難
所
に
お
け
る
防
災
訓
練
で
は
、

災
害
時
用
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
の
設
置
後
、

実
際
に
水
を
使
い
排
水
す
る
ま
で
が
本
来

の
訓
練
だ
と
考
え
る
。
職
員
が
訓
練
に
赴

き
、
指
導
し
て
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　

答
　令
和
２
年
度
も
防
災
訓
練
を
行
う
予
定

だ
が
、
人
員
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
全
校

区
に
職
員
を
配
置
し
、
指
導
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
職
員
が
事
前
に
指
導
し
、

各
校
区
で
設
置
か
ら
排
水
ま
で
の
訓
練
が

実
施
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。
　

　

問
　本
市
で
も
野
良
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
を
目

指
し
、
多
頭
飼
育
崩
壊
を
防
ぐ
た
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
り
、
ル
ー
ル
の
下
で
適

切
に
管
理
す
る
「
ま
ち
猫
活
動
」
を
支
援

事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。
　

答
　飼
い
主
の
い
な
い
猫
を
増
や
さ
な
い
こ

と
は
、
地
域
衛
生
環
境
の
向
上
に
お
い
て

も
、
有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
活
動
は
、
地
域
の
方
々
の
理
解
と
協
力

が
必
要
で
あ
る
た
め
、
先
進
的
な
自
治
体

で
の
活
動
を
参
考
に
検
討
を
進
め
た
い
。

　
問
　多
胎
出
産
は
、
ハ
イ
リ
ス
ク
な
妊
娠
と

言
わ
れ
て
お
り
、
出
産
前
も
出
産
後
も
特

別
な
支
援
が
必
要
と
考
え
る
が
、
本
市
の

支
援
体
制
は
ど
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　

答
　多
胎
児
は
、
配
慮
が
必
要
な
妊
婦
と
し

て
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
で
管
理
し
、

保
健
師
な
ど
が
支
援
事
業
の
案
内
や
、
家

庭
訪
問
、
電
話
相
談
の
対
応
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
妊
婦
検
診
の
回
数
は
14
回
が

基
本
で
あ
る
が
、
多
胎
児
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
20
回
ま
で
拡
充
す
る
。

　

問
　Ｊ
Ｒ
長
岡
京
駅
前
線
整
備
事
業
で
は
、

第
３
工
区
の
完
成
予
定
を
半
年
延
長
し
、

９
月
ま
で
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
残
っ
て

い
る
工
事
は
な
に
か
。
　
　
　
　
　
　
　

答
　車
道
部
に
つ
い
て
は
、
遮
熱
性
舗
装
や

区
画
線
の
工
事
、
歩
道
部
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
仮
舗
装
か
ら
平
板
ブ
ロ
ッ
ク
へ
の

張
り
替
え
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
他
、
第

３
工
区
と
の
接
道
部
に
お
け
る
舗
装
本
復

旧
工
事
や
、
京
都
府
へ
引
き
継
ぐ
た
め
の

管
理
台
帳
の
作
成
な
ど
が
残
っ
て
い
る
。

　
問
　海
印
寺
保
育
園
東
側
の
市
道
に
は
、
水

路
が
あ
る
た
め
道
路
幅
も
狭
く
、
保
育
園

の
送
迎
時
に
は
車
が
並
び
危
険
で
あ
る
。

水
路
の
暗
渠
化
は
、
長
年
の
住
民
の
要
望

だ
が
、
実
現
で
き
な
い
要
因
は
な
に
か
。

答
　水
路
は
開
渠
が
原
則
で
あ
る
が
、
暗
渠

化
す
る
場
合
に
は
、
道
路
の
利
用
形
態
な

ど
の
検
討
や
水
路
の
能
力
な
ど
を
雨
水
計

画
と
照
ら
し
合
わ
せ
、
測
量
設
計
を
行
う

必
要
が
あ
る
。
暗
渠
化
に
は
、
こ
の
よ
う

な
検
討
が
必
要
な
た
め
時
間
を
要
す
る
。

　

問
　障
が
い
者
福
祉
施
設
で
は
、
経
営
が
厳

し
い
中
、
非
正
規
や
非
常
勤
な
ど
の
雇
用

や
、
職
員
の
確
保
の
た
め
の
処
遇
改
善
な

ど
の
経
営
努
力
を
さ
れ
て
い
る
。
市
は
、

そ
の
実
態
を
認
識
さ
れ
て
い
る
か
。
　
　

答
　令
和
３
年
度
か
ら
開
始
す
る
障
が
い
者

（
児
）
福
祉
基
本
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
、

事
業
所
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト
を
、
団
体
な
ど

に
は
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
る
。
そ

の
中
か
ら
出
た
課
題
を
精
査
し
、
必
要
な

施
策
を
次
の
計
画
で
考
え
て
い
き
た
い
。

　
問
　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
は
、
何

を
大
事
に
し
て
判
断
し
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
悩
ん
だ
点
は
ど
こ
か
。
　
　
　
　
　

答
　情
報
が
非
常
に
不
足
し
て
い
る
中
で
の

判
断
は
、
非
常
に
難
し
い
と
感
じ
な
が
ら

対
策
を
行
っ
て
き
た
。
少
し
厳
し
い
判
断

を
す
べ
き
場
面
も
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い

が
、
市
民
の
安
心
・
安
全
を
守
る
こ
と
が

最
優
先
で
あ
り
、
そ
の
う
え
で
、
市
民
生

活
へ
の
影
響
を
勘
案
し
な
が
ら
対
策
に
取

り
組
ん
で
き
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

上
村
　真
造

平
成
西
山
ク
ラ
ブ

小
野
　洋
史

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

八
木
　浩

平
成
自
由
ク
ラ
ブ

冨
田
　達
也

輝（
か
が
や
き
）

輝（
か
が
や
き
）

大
伴
　雅
章

輝（
か
が
や
き
）

宮
小
路
　康
文

福
島
　和
人

公
明
党

山
本
　智

公
明
党

寺
嶋
　智
美

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

三
木
　常
照

平
成
市
民
ク
ラ
ブ

二
階
堂
　恵
子

日
本
共
産
党

住
田
　初
恵

日
本
共
産
党

小
原
　明
大

日
本
共
産
党

上
下
水
道

問
　公
園
緑
地
整
備
事
業
で
は
、
市
内
の
公

園
の
整
備
お
よ
び
改
修
を
実
施
す
る
と
あ

る
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
し
て
い
る
の
か
。

答
　令
和
２
年
度
に
行
う
計
画
は
、
大
き
く

三
つ
あ
る
。
一
つ
目
は
、
公
園
施
設
の
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
き
、
九
つ
の
公
園
の

老
朽
化
し
た
遊
具
の
更
新
。
二
つ
目
は
、

西
代
里
山
公
園
に
設
置
予
定
の
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
施
設
の
設
計
。
三
つ
目
は
、
西
山
公

園
の
第
３
期
整
備
事
業
の
事
業
化
に
向
け

た
基
本
設
計
な
ど
で
あ
る
。
　
　
　
　
　

　
　

あ
ん
き
ょ

か
い
き
ょ


